
 仕  様  書 

 

 １ 件 名  令和８年度 小城市立小中学校電子黒板等調達（約定） 

 

 ２ 納入場所   

（１）小城市立桜岡小学校（小城市小城町１６６番地） 

（２）小城市立三里小学校（小城市小城町栗原１２５６番地） 

  （３）小城市立晴田小学校（小城市小城町畑田２０９９番地） 

  （４）小城市立岩松小学校（小城市小城町岩蔵１９４１番地） 

  （５）小城市立三日月小学校（小城市 三日月町長神田１６８０番地） 

  （６）小城市立牛津小学校（小城市牛津町柿樋瀬９２２番地） 

  （７）小城市立砥川小学校（小城市牛津町上砥川１４０５番地） 

  （８）小城市立小城中学校（小城市小城町松尾４１０４番地） 

  （９）小城市立三日月中学校（小城市三日月町長神田１６５０番地） 

  （１０）小城市立牛津中学校（小城市牛津町牛津５４９番地） 

  （１１）小城市立芦刈観瀾校（小城市芦刈町三王崎１４番地） 

      

 ３ 業務期間 契約締結日～令和８年１２月３１日（木） 

 

 ４ 稼働開始予定日 令和９年１月１日（金） 

 

 ５ 支払方法 

  本業務においてはリース契約を予定しており、別途、市が今後実施する入札によ

り決定するリース会社より支払うものとする。 

 

 ６ 機器構成とその概要 

（１） 機器構成 

 ６５型電子黒板およびスタンド   ９０台 

 電子黒板用端末          ９０台 

 盗難防止用セキュリティーワイヤー ９０式 

 

    ※機器の詳細な仕様及び導入場所は、別紙仕様条件一覧表による。 

  （２）導入した電子黒板及び電子黒板用端末が正常に動作するように下記の作業

を行う。 

    ア 機器の設置作業（機器の搬入、据付）の際、機器を学校もしくは小城市



の指示するレイアウトに合わせて設置すること。また、設置する期間は令

和８年１２月３１日までに完了すること。※ただし、パソコンの部品欠品

等のやむを得ない理由があり、令和８年１２月３１日までに完了すること

ができない場合は、小城市と受注者が協議し、対応することとする。 

    イ ソフトウェアのインストール及び動作確認作業 

      別紙仕様条件一覧表に記載しているソフトウェアをインストールし、導 

入ハードウェア及びソフトウェアの動作確認を行うこと。 

     小城市が所有しているウイルス対策ソフトをインストールすること。な

お、既存ウイルス対策ソフトが導入Windowsのバージョンに対応できな

いようであれば、必要に応じてウイルス対策サーバのバージョンアップを

行うこと。 

    ウ ドライブの割り当てについて以下のように設定を行うこと。 

       C：ストレージ（システム領域） 

       D：ストレージ（利用者領域） 

       E：光学ドライブ 

       以降 USBへの接続により自動的に付与 

    エ IPアドレス管理については、既存校内ネットワークの運用方針に沿って

設定すること。障害発生時の迅速な対応を可能とするため、必要に応じて

DHCPによる固定 IP割当等の設定を行うこと。その際に、既存ネットワ

ーク環境の設定変更が必要となる場合は、事前協議のうえ対応すること。 

    オ 導入後にネットワーク障害が発生した場合、導入機器における原因の一

時切り分け（端末・ネットワークの判別）を実施すること。 

 

  （３）本契約で導入するコンピュータの条件 

    ア 信頼性を考慮し、全台を国内メーカーのものとすること。 

    イ 環境負荷低減に配慮し、再資源化に積極的に取り組んでいること。 

    ウ その他の基準については、別紙仕様条件一覧を確認すること。 

    エ 機器は全て同一機種とし、型番違いなどは認めないものとする。 

 

  （４）小城市学校サーバとの接続 

      電子黒板用端末は各小中学校の学校サーバに接続する。さらに、全パソ

コンが前掲ネットワークを利用できる環境（状況）を構築するとともに、

動作確認をすること。既存の校内ネットワーク環境に影響が出ないように

作業すること。 

 

  （５）機器の移動作業について 



      本契約は電子黒板更新の性質を持つものであるため、小城市指示のも

と、既存の電子黒板を学校内の指定場所へ移動させること。なお、フロア

の移動は発生しない。また、今回導入する電子黒板等の撤去作業について

は、別途小城市がリース会社と契約するリース契約が終了した時点で、各

学校より全ての撤去作業を責任もって行うこと。なお、その際のハードデ

ィスク内のデータ消去についても併せて行い、データ消去証明書を小城市

へ提出すること。 

  （６）その他 

      本仕様書に定めのない事項については、必要に応じて小城市と協議の

上、決定すること。 

 

  ７ 提案機種の事前確認 

  （１）入札に参加しようとする者は、事前に提案予定機種確認申請書、その他必

要書類を提出し、発注者の確認を受けなければならない。 

（２） 発注者が適合と認めた機種以外での入札は認めない。 

（３）入札後の機種変更は認めない。ただし、発注者が特にやむを得ないと認め

た場合を除く。 

 

８ 提出書類 

（１）提案予定機種確認申請書 

（２）仕様対比表 

（３）提案機種のカタログ 

（４）保守体制が確認できる資料 

（５）その他発注者が必要と認める書類 

  

◎その他付帯事項 

 １ ソフトウェアのインストール作業（一式） 

  （１）導入ソフトウェアを全てインストールし、受注者において正常に動作する

ことを確認すること。インストール完了後は、学校の職員による確認を受け

た上で引き渡すこと。なお、授業その他の都合により職員による確認が直ち

に実施できない場合は、職員の都合に応じてログインの機会を設け、職員本

人によるログインのもと、受注者が動作確認を実施すること。コンピュータ

の稼働開始日までに、全てのインストール作業及び動作確認を完了するこ

と。 

  （２）全端末に必要なショートカットの作成を行うこと。具体的な方法について

は、契約後、別途指示する。 



 

 ２ 搬入・設置、現調・工事 

  （１）小城市が予定している期間に、搬入・設置すること。梱包材などのごみ

は、契約業者の方で引き取ること。（ただし、学校で利用する場合があるの

で、各学校において管理職に確認すること。） 

  （２）全ての機器を稼働可能な状態に調整すること。全台に必要なドライバなど

を確実に組み込み設置後すぐに使用できるようにすること。 

  （３）作業終了後、機器一覧表（名称、型式、シリアル番号、メーカー名等）を

作成すること。 

  （４）全ての作業終了後、学校から完了報告書に確認印をもらうこと。 

 

 ３ 機器一覧表及び完了報告書の提出 

 全ての学校の作業終了後、導入機器一覧表及び完了報告書を 2部作成し、小城

市と設置校にそれぞれ 1部ずつ提出すること。 

 

 

 ４ 保守メンテナンス 

  （１）ハードウェアの故障時は、迅速で丁寧な対応で無料の出張修理を行うこ

と。ただし、小城市が必要と認めたときは、10日以内の引き上げ修理も認め

る。その場合、契約者は搬出・搬入を責任もって行うこと。 

  （２）修理するためにハードディスクを交換する場合は、外したハードディスク

内のデータは完全に消去又は粉砕により、ハードディスク内のデータが読み

取れないようにすること。 

  （３）導入ソフトウェアのサポートを行うこと。 

  （４）導入機器修理の際は、保守報告書を作成し、小城市に提出すること。 

  （５）ハード・ソフトの障害及びシステム全体に対する保守・メンテナンスは、

納入業者が行うこと。複雑なトラブル等でやむを得ず機器製造業者に依頼す

る場合には、納入業者が同行し作業完了を確認すること。 

   

 ５ ラベルの貼付 

  （１）導入の電子黒板及び電子黒板用端末には、下記のラベルを貼ること。（類似

で可） 

・導入年度、学校番号、導入年度毎の連番、コンピュータ名を明記したラベル 

・保守会社名、連絡先を明記したラベル 

※ノート型パソコンの蓋を閉じた状態で蓋の手前に貼付すること 

※電子黒板   （例１）桜岡小１番機の場合 [R8-IWB-01-01] 



        （例２）三里小２番機の場合  [R8-IWB -02-02] 

※電子黒板用端末（例１）桜岡小１番機の場合 [R8-IWB-PC-01-01] 

（例２）三里小２番機の場合  [R8-IWB -PC-02-02] 

 ６ 各導入拠点での作業 

    機器導入業務や設定の作業については、事前に人数・時間等を学校へ連絡す

る。作業当日は所属の社員証など、身分を証するものを着用すること。 

 

 ７ 守秘義務 

（１） 本仕様書に基づく全ての作業において、小城市及び学校が提供した業務上

の情報を第三者に開示、又漏洩しないこと。また、そのために必要な措置

を講ずること。 

  （２）小城市及び学校が提供する資料は、原則として貸し出しによるものとし、

業務完了時には返却すること。また、当該資料の複写及び第三者への提供は

しないこと。 

  （３）小城市及び学校が提供した情報を第三者に開示することが必要である場合

は、事前に小城市及び学校担当職員と協議の上、承認を得ること。 

 

 ８ その他 

（１）本調達に係る機器等については、中古品、リユース品は認めない。 

（２）本業務は既存ネットワーク環境の構成・設定・運用を十分に理解したうえ 

で、影響を与えないよう適切に構築できることが重要であるため、受託 

者は十分な知見と実績を有すること。 

  （３）今回の機器導入期間に、追加機器導入やソフトウェアインストールの必要

性が発生した場合、全面的に協力すること。 

（４）仕様書に記載ない事項又は疑義のある事項については、小城市と受注者が

協議して解決するものとする。 



別紙1

項　　目 数量

1.電子黒板  

(1)ﾊｰﾄﾞｳｪｱ 90

全般 液晶ディスプレイ一体型の電子黒板であること

液晶ﾊﾟﾈﾙ部 液晶ｻｲｽﾞ 65型であること

最大解像度 3840×2160以上表示可能であること

最大表示色 10.7億色以上であること

 最大輝度 輝度は400cd/㎡以上であること

ｺﾝﾄﾗｽﾄ比 標準で1200:1以上であること

視野角 標準値で左右178°､上下178°以上であること

液晶面保護ｶﾞﾗｽ 映り込みを抑える防眩処理を施した保護ガラス（厚さ3.2mm以上）であること

ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ部 検出方式 赤外線遮断検出方式であること

ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ 「WindowsTouch」に対応していること

ﾏﾙﾁﾀｯﾁ 40点以上であること

本体部 入力端子 HDMI×3、DisplayPort×1、VGA×1

USB Type-A×6、USB Type-B×3、USB Type-C×2(ALT対応×1以上）以上を有すること

出力端子 HDMI OUT×1、3.5mmイヤホンジャック×1以上を有すること

スピーカー 出力は15W＋15W以上の内蔵ｽﾋﾟｰｶｰを有していること

重量 約40kg以下であること

本体機能 以下のﾍﾟﾝ機能が内蔵されていること

 ・ﾍﾟﾝの色、太さを変更できること

 ・書いた文字・数字・図形（△□線）など自動で成型できる機能を有すること

 ・ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞを2分割して別々の色のﾍﾟﾝが使用可能なこと

 ・ｶｰﾃﾝ機能・ｽﾎﾟｯﾄﾗｲﾄ機能・ｻｲｽﾞ変更可能な定規を使用できる事

 ・背景色の変更と内蔵罫線ﾌｫｰﾏｯﾄを4種以上使用できること

 ・複数ﾍﾟｰｼﾞ(1,000ﾍﾟｰｼﾞ以上)を作成できること

 ・単一・複数選択可能な投票機能を有すること

 ・ﾗﾝﾀﾞﾑに数字を選べる乱数機能があること

以下のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝが利用できること

 ・電卓・ﾀｲﾏｰ・ｽﾄｯﾌﾟｳｫｯﾁ機能を本体に有する事

 ・動画、音楽及び画像ファイルを表示できるアプリケーションを有すること

外部機器表示機能 ・専用ｿﾌﾄｳｪｱを利用することでﾀﾌﾞﾚｯﾄの画面を表示させることができること

　なお、投影は4画面分割以上できること

・Windows(ﾀﾌﾞﾚｯﾄ、電子黒板のどちらからでもﾀｯﾁ機能が可能なこと)

・Android端末、Windows端末、macOS端末及びiPad等から画面共有できること

・QRｺｰﾄﾞで保存画面を他端末へ共有可能なこと

付属品 ・電源ｹｰﾌﾞﾙを付属すること

・電子黒板用ﾊﾟｿｺﾝと接続するための以下のｹｰﾌﾞﾙを付属すること

・HDMIケーブル×1（3m）

・USBケーブル×1（5m）（USB BタイプーUSB Aタイプ）

・USBケーブル×1（1m80cm）（USB Cタイプー USB Cタイプ）

・ﾀｯﾁ用に電池や充電の必要ないﾍﾟﾝを3つ以上付属すること

・Windows PCで利用可能な電子黒板ソフトウェアを付属すること

　また、調達した電子黒板について追加ライセンス費用を要することなく継続利用できること

取得認証 ・電気用品安全法

・Sマーク認証製品

・日本国内での使用を考慮し、国内メーカー製品であり、国内の電気用品安全法およびVCCIクラスBを取得していること 

ｾｷｭﾘﾃｨ ・ｱﾝﾁｳｲﾙｽｿﾌﾄを搭載していること

・ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ設定が可能なこと

・ｲﾝｽﾄｰﾙ済みｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの表示/非表示設定が出荷時に可能なこと

　(ﾘﾓｺﾝ操作などで，非表示ｱﾌﾟﾘﾉ仕様も可能なこと)

・本体設定ﾒﾆｭｰを非表示にすることが可能なこと

・ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｲﾝｽﾄｰﾙ許可/不許可設定が可能なこと

　(ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞにて設定管理できること)

　　　　　　　　　　　　仕様条件一覧表

仕　様　条　件

1



別紙1

項　　目 数量

　　　　　　　　　　　　仕様条件一覧表

仕　様　条　件

その他 ・5年間のメーカサポート（パネル保守）付

・各学校で操作研修会を1回行うこと（日時については学校と協議）

・テキスト作成等に係る経費は受注者が負担すること

・授業に支障が出ないように利用者（教師）向けの簡易マニュアルを導入台数分準備すること

・利用者に向けた動画マニュアル(操作方法・授業実践等)を作成すること

ｽﾀﾝﾄﾞ ・液晶電子黒板ﾒｰｶｰ推奨品であること

・65型以上の液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ問題なく搭載可能なこと

・移動しやすいよう、奥行は850㎜以下とすること

・直径100㎜以上の大型ｷｬｽﾀｰですべてにﾛｯｸ機能付きであること

・ﾊﾟｿｺﾝ･書画ｶﾒﾗ･教材をすべて載せることが可能であり、

　棚板は耐荷重25ｷﾛ以上なこと

・環境に応じ高さの調整がﾊﾝﾄﾞﾙにより可能なこと

・昇降用ﾊﾝﾄﾞﾙが取り外し可能であること

　2)ｿﾌﾄｳｪｱ 電子黒板機能 ・機能ｱｲｺﾝを選択した直後に、どの機能を選択したかがわかるように画面の右上に日本語で機能名を表示できること

・編集ﾂｰﾙ(ﾍﾟﾝ、消しｺﾞﾑ、選択、塗りつぶし、ﾃｷｽﾄ入力、図形入力)機能を選んだと同時に、関連する操作ﾊﾞｰ

 が表示されること

・手書きで描いた単語、図形(直線、円、星形、三角形等)、ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ（大文字、小文字）、数字が自動的に整形できること

　単語は、ﾌｫﾝﾄ･大きさ･色を文字単位で変更できること

　また数学記号、数式、ｷﾞﾘｼｬ文字がきれいに補正できること

・教育系ﾂｰﾙ(ｺﾝﾊﾟｽ、分度器、定規等)、を有すること

・授業で利用可能なテンプレート又は教材素材を利用できること

・Windows及びmacOSのメーカーサポート対象OSで動作し、いずれのOSにおいても統一された画面インターフェース及び同等の操作性を有すること

・作成したオブジェクトの選択、移動、複製及び削除等の基本的な編集ができること

※操作ﾒﾆｭｰ等日本語で表示できることまた操作ﾏﾆｭｱﾙは日本語であること

・書画カメラ（外付け又は電子黒板本体に内蔵された書画カメラ機能を含む。）の映像を電子黒板上に表示できること。

　また、表示した映像の一時停止及び拡大・縮小ができること。

2.電子黒板用パソコン

　1)ﾊｰﾄﾞｳｪｱ 90 PC本体(ﾉｰﾄ型) 液晶　　　　15.6型（解像度：1366×768ドット以上）

CPU：Core 3 100U　以上

ﾒﾓﾘ　　　 　16GB以上（サードパーティー製不可）

ｽﾄﾚｰｼﾞ　　  256GB以上(SSD)

光学ﾄﾞﾗｲﾌﾞ　内蔵DVD-ROM（書き込み不可）

ｻｳﾝﾄﾞ　　　 ｵｰﾃﾞｨｵ機能

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ　　Type-A:USB3.2準拠×3以上、Type-C:USB3.2(Gen2)×1以上、ｱﾅﾛｸﾞRGB×1、HDMI×1

　　　　　　ｽﾃﾚｵ・ﾐﾆｼﾞｬｯｸ×1、ｾｷｭﾘﾃｨｽﾛｯﾄ×1

　　　　　　（外付けHUBや変換ケーブル等を用いての対応は不可、有線LANポートは運用上背面にあること）

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ･ﾏｳｽ 日本語ﾃﾝｷｰ付ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ、無線LEDﾏｳｽ

通信　　　　1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T準拠、Wake on LAN対応

　　　　　　Bluetooth5.4　準拠

OS　　　　　Windows 11 Pro　64bit

その他 ・5年間引取修理保守付

11 ﾘｶﾊﾞﾘﾃﾞｨｽｸ　

90 PC盗難防止用ｾｷｭﾘﾃｨﾜｲﾔｰﾛｯｸ(参考品：SL-31）

　2)ｿﾌﾄｳｪｱ 90 Office Office LTSC Standard 2024

90 CAL Windows Server 2025-1 Dvice CAL
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別紙1

項　　目 数量

　　　　　　　　　　　　仕様条件一覧表

仕　様　条　件

3.周辺機器

OAﾀｯﾌﾟ 90 参考品：TAP-F37-5KR

LANケーブル 90 参考品：LA-Y6-10BL（10m）

書画ｶﾒﾗ(無線接続) 90 （外付けの場合のみ） 参考品：MO-2

90 （外付けの場合のみ） 参考品：ELMO CAST

4.設置・ｲﾝｽﾄｰﾙ・設定 1式

　・その他 ①各機器の組み立て及び各機器間の接続(ｹｰﾌﾞﾙの調達含む)等、全ての配線を行うこと

②電子黒板、電子黒板用パソコン及び周辺機器等の設定を行い、指定された場所に設置すること

③ソフトウェアについては、最新のバージョンを納入することただし、学校側の環境では動作が不確実

　なものについては、協議の上選定すること

④電子黒板用パソコンに既存ウィルス対策ソフトウェア及び電子黒板の運用に必要なソフトウェアのインストールを行うこと

　また、既存ウィルス対策ソフトが導入Windowsのバージョンに対応できない場合は、必要に応じてウィルス対策サーバの

　バージョンアップを行うこと

⑤既存電子黒板用パソコンに設定されているデジタル教科書等の設定を移行すること

⑥電子黒板用パソコンを学習系の校内LANで利用できるよう設定を行うこと

　また、接続に問題がでないよう校内LAN保守業者と調整を行うこと

⑦電子黒板をギガスクール用の校内LANに接続するよう設定を行うこと

　また、接続に問題がでないよう校内LAN保守業者と調整を行うこと

⑧納入する全ての機器、ソフトウェアの動作試験を行うこと

⑨各学校で操作研修会を1回行うこと、日時については学校と協議することその際、

　テキスト作成等に係る経費は受注者が負担すること。操作研修前に電子黒板の取り換えが想定されるため、

　授業に支障が出ないように利用者（教師）向けの簡易マニュアルを導入台数分準備すること。

⑩機器等の納入において不要となった梱包材等については、受注者で責任を持って処分すること

⑪本事業に係る学校内の作業は授業に支障がないように実施すること

⑫電子黒板、電子黒板用パソコン以外の納入する物品において､納入後12ヶ月は、無償で修理もしくは

　同等品と交換すること

⑬納入する機器、ソフトウェア、設定、設置に関する完成図書を提出すること

　完成図書は、機器一覧表、設定表、試験成績書、写真等とするが詳細は発注者の指示に従うこと

⑭引き渡し後、60ヶ月は故障発生時の窓口を設置し、必要に応じメーカ手配、現地で故障復旧作業を行うこと

⑮参考品以外の製品を採用する場合は、その製品名及びカタログ、同等機能、性能を有する証明書を

　入札前に提示し、教育委員会の許可を得ること

⑯既存の電子黒板を学校内の指定場所へ移動させること。なお、フロアの移動は発生しない
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